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まえがき 

 

 

 国立研究開発法人土木研究所では、国内における他機関の研究者を受け

入れ、相互の研究者の資質向上を図るとともに、それぞれの機関の研究活

動の効率化を図ることを目的として創設した交流研究員受入れ制度によ

り、平成１３年度の独立行政法人移行以来、当研究所の中期目標を達成す

るために国内の他機関の研究者を積極的に受け入れております。 

 

 平成２９年度は、年間を通じて、地方自治体、公益法人及び民間企業か

ら５３名の研究者を受け入れました。受入れ期間中において、研究成果発

表における入賞や技術士等の資格を取得する方々がおられましたことを考

えますと、技術力向上という目的がある程度達成できたのではないかと思

います。 
また、交流研究員からは「災害発生時に被災地の最前線での調査機会を

得られ、最新の土木技術の研究現場・実験施設を体験・利用できた」｢産官

学の様々な業界や立場の方との横のつながりができ、ものの考え方や視野

が広がった｣、｢技術基準には載っていない最先端の研究開発に携わり、そ

の基礎資料となりうる研究成果を論文・会誌へ投稿することで、現場に役

立つ情報を提供できていることにモチベーションが上がった｣等の感想が

寄せられております。他機関の研究者を受け入れることは、土木研究所と

しても現場や民間のニーズを直接把握することができ、より現場と密接し

た研究開発が行えると考えております。 

 

 本報告書は、平成２９年度に受け入れた交流研究員５２名※の研究成果

を概要版として作成したものです。 

 皆様方の業務のご参考となれば幸いです。 

※53 名の内 1 名は、受入れ期間が短期間だったため、掲載しておりません。 

 

 

                    国立研究開発法人土木研究所 

                        理事長 西川 和廣 
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